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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
で
経
済
成

長
を

　

財
団
法
人
国
際
労
働
財
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｆ
、

髙
木
剛
理
事
長
）
は
九
月
二
八
日
、
都
内
で

「
成
長
戦
略
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
：

ア
ジ
ア
諸
国
の
現
状
と
労
働
組
合
の
役
割
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
（
写

真
）。
拡
大
と
複
雑
化
の
一
途
を
た
ど
る
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
国
家
の
持
続
的

な
発
展
の
た
め
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は

不
可
欠
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
ア
ジ
ア
諸
国
に

お
い
て
は
い
ま
だ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が

進
ん
で
い
な
い
現
状

が
あ
る
。
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
日
本
を

含
む
ア
ジ
ア
諸
国

（
日
本
・
韓
国
・
香

港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

マ
レ
ー
シ
ア
・
モ
ン

ゴ
ル
）
の
労
組
指
導

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
い
か
に

女
性
の
働
き
や
す
い

環
境
を
作
る
か
、
男

女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
か
を
焦
点
に
、

各
国
の
現
状
と
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

対
す
る
各
国
労
組
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
以
下
、
各

国
報
告
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

【
日
本
】
各
支
部
に
女
性
の
副
委
員

長
を
配
置
／
小
林
範
子　

ヤ
マ
ト
運

輸
労
働
組
合
副
委
員
長

　

ヤ
マ
ト
運
輸
労
働
組
合
は
連
合
・
交
運
労

協
・
国
際
運
輸
労
連
傘
下
の
運
輸
労
連
に
所

属
し
て
い
る
。
運
輸
労
連
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運

輸
を
中
心
に
五
四
八
組
合
、
約
一
二
万
八
〇

〇
〇
人
が
参
加
す
る
産
業
別
労
働
組
合
。
ヤ

マ
ト
運
輸
は
、
男
女
比
で
は
男
性
労
働
者
の

方
が
多
く
、
特
に
正
社
員
は
ほ
と
ん
ど
を
男

性
が
占
め
る
。
約
五
万
五
〇
〇
〇
人
の
組
合

員
の
う
ち
九
六
％
が
男
性
だ
（
図
１
）。

　

運
輸
業
界
は
他
産
業
に
比
べ
て
労
働
時
間

が
長
く
、
か
つ
年
休
取
得
日
数
も
少
な
い
。

基
本
給
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
残
業
に

よ
っ
て
収
入
を
確
保
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ

の
た
め
男
性
労
働
者
の
場
合
、
労
働
時
間
が

長
す
ぎ
て
組
合
活
動
ま
で
に
は
手
が
回
ら
な

い
の
が
現
状
だ
。
一
方
、
女
性
労
働
者
に
は
、

家
庭
と
の
両
立
の
難
し
さ
や
男
性
と
の
賃
金

格
差
等
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　

ヤ
マ
ト
運
輸
労
働
組
合
は
、
こ
れ
ら
課
題

を
打
開
す
る
た
め
次
の
三
点
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
一
点
目
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

の
実
施
。
具
体
的
に
は
各
支
部
に
女
性
の
副

委
員
長
を
配
置
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
現
場
に
は
抵
抗
感
も
あ
っ
た
が
、
始
め

な
け
れ
ば
変
わ
ら
な
い
と
実
行
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
非
正
規
を
含
む
女
性
労
働
者
の
意
見

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
吸
い
上
げ
、
交
渉
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
現
在
は
六

二
あ
る
支
部
の
う
ち
、
約
半
数
の
三
〇
支
部

に
女
性
の
支
部
副
委
員
長
を
配
置
し
て
い
る
。

実
行
し
て
み
る
と
、
賃
金
や
労
働
時
間
と

い
っ
た
主
要
な
労
働
問
題
だ
け
で
な
く
、
身

近
な
問
題
へ
の
改
善
意
見
も
多
か
っ
た
。
例

　
成
長
戦
略
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

─
─
ア
ジ
ア
諸
国
の
現
状
と
労
働
組
合
の
役
割
─
─
　

　
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｆ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら　
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図１　ヤマト運輸概況
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え
ば
、
女
性
社
員
の
い
る
全
施
設
に
女
性
用

ト
イ
レ
を
設
置
し
た
の
は
そ
の
成
果
と
い
え

る
。

　

二
点
目
は
、
均
等
待
遇
。
育
児
短
時
間
勤

務
の
選
択
肢
を
四
・
六
時
間
の
二
種
類
か
ら
、

四
・
五
・
六
時
間
に
拡
張
し
た
。
結
果
、
取

得
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
育

児
短
時
間
勤
務
を
取
得
す
る
人
は
対
象
者
の

四
％
に
過
ぎ
ず
、
制
度
を
改
善
し
て
も
利
用

者
は
増
え
な
い
の
で
は
と
の
不
安
も
あ
っ
た

が
、
多
数
の
人
が
取
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
五
〇
～
六
四
歳
層
の
社
員
も
短
時
間

勤
務
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
家
庭
内

介
護
と
の
両
立
を
行
い
や
す
い
環
境
に
し
た

（
図
２
）。

　

三
点
目
は
組
織
化
。
女
性
の
組
合
員
数
は

ま
だ
五
％
以
下
と
い
う
の
が
現
状
で
、
組
合

に
加
入
し
て
い
る
非
正
規
社
員
も
ま
だ
い
な

い
。
し
か
し
、
正
規
・
非
正
規
に
関
係
な
く

組
織
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
女
性
社
員
の

声
が
よ
り
反
映
さ
れ
る
組
織
を
め
ざ
し
て
い

る
。
と
く
に
パ
ー
ト
社
員
は
女
性
が
多
い
の

で
、
組
織
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
男
女
共
同

参
画
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
男
性
に
も
ぜ
ひ

育
児
休
暇
を
取
得
し
て
欲
し
い
。
一
年
と
は

言
わ
な
い
が
、
一
週
間
、
一
カ
月
取
得
す
る

だ
け
で
も
育
児
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
る
は

ず
だ
か
ら
だ
。
男
性
の
場
合
は
個
人
間
で
意

識
の
差
が
激
し
く
、
高
齢
な
男
性
で
も
育
児

に
理
解
が
あ
る
人
が
い
る
一
方
で
、
若
い
男

性
に
は
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
い
人
も
い
る
。

　

た
だ
、
全
体
と
し
て
の
意
識
は
、
確
実
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
思
う
。
仕
事
も
育
児
も

男
女
が
協
力
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

ま
た
、
企
業
側
に
は
正
規
・
非
正
規
を
問
わ

ず
女
性
を
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。
ヤ

マ
ト
運
輸
で
は
女
性
は
非
正
規
社
員
が
多
い

が
、
非
正
規
で
あ
っ
て
も
意
欲
を
持
っ
て
働

く
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
し
、
そ
れ
は
企
業

に
と
っ
て
も
有
効
だ
ろ
う
。

【
香
港
】
性
差
別
に
儒
教
の
影
響
根

強
く
／
プ
イ
・
マ
ン
・
レ
ウ
ン　

香

港
労
働
組
合
連
盟
（
Ｈ
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
）

組
織
担
当
書
記

　

香
港
の
労
働
市
場
は
、
女
性
の
方
が
相
対

的
に
低
収
入
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
仕
事
に

就
く
傾
向
が
強
い
。
二
〇
年
前
に
比
べ
れ
ば

女
性
の
労
働
市
場
へ
の
進
出
は
格
段
に
進
ん

で
お
り
、
女
性
の
雇
用
労
働
者
数
も
男
性
の

約
九
割
の
水
準
に
あ
る
が
、
所
得
は
男
性
と

比
べ
て
低
い
の
が
現
状
だ
。
こ
れ
は
、
女
性

の
方
が
男
性
よ
り
教
育
水
準
が
低
い
こ
と
に

加
え
、
仮
に
男
性
と
同
等
の
教
育
水
準
で

あ
っ
て
も
、
教
育
水
準
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ

ど
賃
金
格
差
が
大
き
く
な
る
た
め
で
あ
る
。

　

例
え
ば
大
卒
の
平
均
賃
金
は
、
二
〇
一
〇

年
で
男
性
は
二
万
八
〇
〇
〇
香
港
ド
ル
だ
っ

た
が
、
女
性
は
二
万
香
港
ド
ル
だ
っ
た
。
一

方
、
労
働
組
合
の
現
状
を
み
て
も
、
や
は
り

管
理
職
に
は
女
性
が
少
な
い
。
女
性
組
合
員

が
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

Ｈ
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
の
幹
部
メ
ン
バ
ー
は
二
五
人
中

一
八
人
が
男
性
だ
。

　

Ｈ
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
と
し
て
は
、
男
女
格
差
解
消

の
為
に
、
教
育
訓
練
・
調
査
研
究
・
デ
モ
・

差
別
事
例
へ
の
対
応
、
政
策
の
提
唱
等
を

行
っ
て
い
る
。
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ
条
約
の
啓
蒙
を
行
っ
て
い
る
。
調
査
研

究
で
は
労
働
者
の
賃
金
、
特
に
女
性
労
働
者

の
多
い
分
野
で
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

デ
モ
に
つ
い
て
は
、
航
空
会
社
の
定
年
年
齢

の
引
き
上
げ
や
、
産
後
休
暇
の
期
間
延
長
の

デ
モ
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
定
年
が
六

〇
歳
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
女
性
が
多
い

フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
四
五
歳
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
職
種
に
よ
っ
て
定
年
年
齢
が
異

な
る
こ
と
な
ど
が
不
公
平
だ
と
し
て
、
空
港

で
デ
モ
を
行
っ
た
も
の
。
こ
の
デ
モ
の
効
果

も
あ
り
、
航
空
会
社
は
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
の
定
年
を
五
五
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と

に
合
意
し
た
。
差
別
に
つ
い
て
は
、
主
に
性

別
・
年
齢
・
母
性
・
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
香
港
は
儒
教
の
影

響
が
強
く
、
未
だ
に
「
女
性
は
家
庭
に
い
る

べ
き
」「
女
性
は
リ
ー
ダ
ー
に
向
い
て
い
な

い
」
と
い
っ
た
考
え
方
が
一
部
に
根
強
く
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
考
え
が
結
果
と
し
て
女
性

の
社
会
進
出
を
阻
ん
で
お
り
、
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

男
女
平
等
、
共
同
参
画
を
進
め
る
鍵
と
な

る
の
は
、
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
把
握

す
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
昨
年
、
あ
る
小
学
校

の
女
性
教
師
が
勤
務
時
に
ス
カ
ー
ト
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
注
意
さ
れ
、
そ
の
事
を
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
に
訴
え
た
。
こ
れ
は
、

男
女
の
働
き
方
を
考
え
る
上
で
良
い
例
だ
と

思
う
。
服
装
も
含
め
て
ど
の
よ
う
に
働
く
か

は
個
人
の
自
由
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き

だ
。

　

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
香
港
で
は
近

年
若
い
人
が
子
供
を
作
り
た
が
ら
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
合
計
特
殊
出
生
率
は

二
〇
〇
九
年
で
一
・
〇
四
と
世
界
最
低
水
準
。

ま
た
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
出
産
休
暇
が
一

〇
週
間
と
諸
外
国
に
比
べ
て
短
い
た
め
、
そ

の
拡
張
を
求
め
て
行
き
た
い
。

【
韓
国
】
保
育
施
設
の
増
設
が
課
題

／
イ
ー
・
ウ
ン
・
ジ
ュ　

韓
国
労
働

組
合
総
連
盟
（
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
）
男
女
平

等
局
長

　

韓
国
で
は
二
〇
〇
五
年
六
月
よ
り
韓
国
国

家
人
権
委
員
会
が
、
雇
用
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
差
別
お
よ
び
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
す
る
救
済
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
し

て
〇
六
年
三
月
か
ら
は
、
男
女
間
に
あ
る
雇

用
の
差
別
を
排
除
し
、
平
等
雇
用
を
促
進
す

る
た
め
、
女
性
を
優
遇
す
る
積
極
的
雇
用
改

善
措
置
、
女
性
の
職
業
能
力
を
開
発
す
る
た

め
の
訓
練
政
策
、
母
性
保
護
シ
ス
テ
ム
と
仕

事
・
家
庭
の
両
立
支
援
策
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
関
連
の
法
整
備
は
行
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
現
場
の
労
働
者
の
意
識
や

文
化
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
活
動

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

韓
国
で
は
、
日
本
に
比
べ
る
と
保
育
施
設

は
充
実
し
て
い
る
と
言
え
な
い
。
そ
の
点
は

日
本
を
見
習
い
た
い
し
、
韓
国
で
も
保
育
施

均等待遇

Ａ．育児短時間勤務を小学４年生まで適用、

育児短時間勤務取得者数

選択の幅を４・５・６時間に拡大

13

14

44

45

第４期

第５期

57

(人）

59

取得者が
大幅に増加！

2541

4時間13 ５時間16 ６時間62

第６期

第７期 91

66

0 20 40 60 80 100

Ｂ．５０～６４歳の社員は４・５・６時間から短時間勤務を

選択することが可能に。

図２　解決のために現在取り組んでいること
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設
が
増
え
て
ほ
し
い
。
日
本
で
は
片
親
母
子

世
帯
に
と
っ
て
、
養
育
負
担
が
大
き
く
大
変

だ
と
聞
い
て
い
る
。
韓
国
も
状
況
は
似
て
お

り
、
養
育
費
が
高
く
大
変
だ
。
そ
れ
に
加
え

て
保
育
施
設
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
母
親

は
非
常
に
苦
し
い
状
況
に
あ
る
。
韓
国
は
日

本
と
同
様
に
女
性
の
就
労
が
「
Ｍ
字
型
」
で

あ
り
、
そ
の
点
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
目
標
に

Ｍ
次
型
の
改
善
に
取
り
組
み
た
い
。

　
「
Ｍ
字
型
」と
な
っ
て
い
る
原
因
の
一
つ
は
、

非
正
規
労
働
者
の
多
さ
だ
。
韓
国
で
は
男
女

と
も
に
非
正
規
労
働
者
の
割
合
が
高
く
、
相

対
的
に
女
性
の
割
合
が
高
い
。
非
正
規
労
働

者
は
産
前
産
後
の
休
暇
中
に
失
業
す
る
傾
向

に
あ
り
、
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
は
こ
の
状
態
の
是
正
を

政
府
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
中
小
企
業
に
対

す
る
社
会
保
険
料
の
減
税
措
置
も
提
言
し
て

い
る
。
実
現
す
れ
ば
、
中
小
企
業
に
お
い
て

よ
り
多
く
の
雇
用
が
実
現
し
、
女
性
に
と
っ

て
も
働
き
や
す
い
環
境
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
は
新
入
組
合
員
へ
の
教
育
活
動

等
を
行
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
に
は
毎
年
約

五
〇
〇
〇
人
の
新
入
組
合
員
が
入
る
が
、
初

期
研
修
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
内
容
を
組

み
入
れ
、
教
育
し
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の

代
表
お
よ
び
参
加
を
増
や
す
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
促
進
し
、
女
性

委
員
会
お
よ
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ォ
ー
タ
・

シ
ス
テ
ム
（
議
席
等
の
一
定
割
合
を
女
性
に

割
り
当
て
る
制
度
）
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い

る
。
今
年
七
月
に
は
労
働
法
が
改
正
さ
れ
て
、

企
業
内
に
複
数
の
労
働
組
合
を
作
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
労
働
者

の
権
利
向
上
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
さ
ら
な

る
女
性
の
権
利
強
化
に
も
努
め
、
労
組
内
の

上
級
職
へ
の
女
性
の
登
用
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
い
。

　

韓
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
深
刻
だ
が
、
政

府
の
少
子
高
齢
化
対
策
室
は
男
性
ば
か
り
い

る
。
出
産
や
育
児
の
大
変
さ
は
経
験
者
で
な

け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
女

性
も
入
る
べ
き
だ
と
思
う
。
一
方
、
韓
国
に

は
、
女
性
の
権
利
向
上
の
た
め
の
省
庁
と
し

て
「
女
性
省
」
を
設
け
て
い
る
が
、
日
本
も

機
会
が
あ
れ
ば
そ
う
い
っ
た
組
織
を
作
っ
て

も
よ
い
と
思
う
。

【
マ
レ
ー
シ
ア
】
女
性
に
関
す
る
国

家
政
策
（
Ｎ
Ｐ
Ｗ
）
を
策
定
／
モ
ハ

ン
マ
ド
・
ロ
ス
ゼ
リ
・
ビ
ン
・
マ
ジ
ー

ド　

マ
レ
ー
シ
ア
労
働
組
合
会
議
（
Ｍ

Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
副
会
長

　

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
一
九
八
九
年
に
女
性

に
関
す
る
国
家
政
策
（
Ｎ
Ｐ
Ｗ
）
を
策
定
し

て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｗ
は
男
女
双
方
に
経
済
発
展

の
恩
恵
を
与
え
、
均
等
に
情
報
や
機
会
の
提

供
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
女
性
を
重
要
な
経
済
的
資
源
及
び
国
づ

く
り
の
鍵
と
し
て
公
に
認
め
た
最
初
の
国
家

政
策
で
あ
っ
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア

で
は
、
女
性
の

所
得
は
男
性
の

半
分
以
下
（
四

七
・
二
％
）
で

あ
り
、
こ
れ
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
タ
イ
よ
り
も

低
い
値
で
あ
る
。

ま
た
労
働
力
参

加
率
は
男
性
が

八
割
程
度
だ
が
、

女
性
は
五
割
弱

に
甘
ん
じ
て
い

る
（
表
）。

　

歯
科
医
や
弁

護
士
、
会
計
士
等
の
専
門
職
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
多
く
の
女

性
は
事
務
員
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
販
売
労
働
者

の
よ
う
な
専
門
性
の
低
い
業
務
や
低
賃
金
の

仕
事
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま

た
、女
性
は
教
職
や
看
護
等
の
い
わ
ゆ
る「
女

性
向
け
の
職
業
」
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
。

政
治
の
分
野
で
も
、
女
性
の
進
出
が
遅
れ
て

い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
女
性
の
議
員
、
上

級
職
員
、
管
理
職
の
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か

二
三
％
。
国
会
議
員
に
至
っ
て
は
一
三
％
に

過
ぎ
な
い
。
各
政
党
の
選
挙
候
補
者
リ
ス
ト

の
女
性
が
占
め
る
割
合
も
一
五
％
だ
。

　

こ
れ
ら
問
題
の
解
決
の
為
に
、
国
会
議
員

や
政
治
家
へ
の
働
き
か
け
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
国
民
へ
の
啓
発
活

動
、
女
性
の
組
合
活
動
参
加
の
推
進
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
①
配
偶
者
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
女
性
及
び
嫡
出
・
非

嫡
出
子
の
保
護
②
契
約
労
働
者
、
在
宅
勤
務

者
、
臨
時
雇
い
労
働
者
を
含
む
全
て
の
女
性

労
働
者
の
保
護
③
母
子
の
健
康
保
護
を
確
保

す
る
適
切
な
休
暇
の
支
給
④
休
暇
期
間
に
お

け
る
妥
当
な
所
得
保
障
⑤
女
性
が
職
場
で
授

乳
す
る
権
利
⑥
妊
娠
中
の
女
性
や
育
児
中
の

女
性
に
対
す
る
雇
い
止
め
そ
の
他
の
差
別
的

行
為
の
禁
止
―
―
の
母
性
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
展
開
し
て
い
る
。

　

来
週
に
も
政
府
予
算
が
執
行
さ
れ
る
が
、

Ｍ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
は
出
産
休
暇
期
間
の
六
〇
日
か
ら

九
〇
日
へ
の
延
長
を
要
求
し
て
い
る
。
す
で

に
い
く
つ
か
の
企
業
で
は（
法
定
を
上
回
る
）

九
〇
日
間
で
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
動
き

が
も
っ
と
広
が
れ
ば
良
い
。
そ
の
た
め
に
は

労
働
者
だ
け
で
な
く
使
用
者
の
理
解
も
必
要

だ
。
ま
た
セ
ク
ハ
ラ
防
止
法
も
制
定
す
る
見

込
み
だ
。
定
年
引
き
上
げ
に
つ
い
て
も
要
求

し
て
お
り
、
六
〇
歳
へ
の
延
長
を
求
め
て
い

る
（
注
：
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
国
会
に
て

雇
用
法
の
改
正
案
が
可
決
さ
れ
、
産
前
産
後

の
休
暇
期
間
の
拡
大
や
セ
ク
ハ
ラ
防
止
関
連

の
規
定
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
来
年
度
の
政

府
予
算
案
に
、
公
務
員
の
定
年
を
五
八
歳
か

ら
六
〇
歳
に
引
き
上
げ
る
内
容
が
組
み
込
ま

れ
た
）。

　

Ｍ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
活
動
は
既
に
い
く
つ
か
の
成

果
を
得
て
い
る
。二
〇
〇
四
年
八
月
、マ
レ
ー

シ
ア
政
府
は
公
的
部
門
に
お
け
る
管
理
部
門

の
三
〇
％
に
女
性
を
割
り
当
て
る
政
策
を
採

択
し
た
。
〇
六
年
に
は
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
に
非
同
盟
運
動
（
Ｎ
Ａ
Ｍ
）
女
性
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
）
を
設
立

し
た
。
同
研
究
所
は
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
諸
国
か
ら
の

参
加
者
を
対
象
と
し
た
女
性
の
権
利
拡
張
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す
る
研
修
の
実
施
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
少
子
高
齢
化
の
問
題
は

顕
在
化
し
て
い
な
い
が
、
労
働
力
人
口
の
点

か
ら
言
う
と
、
外
国
人
労
働
者
へ
の
依
存
度

を
高
め
て
お
り
、
懸
念
点
で
は
あ
る
。
先
述

の
定
年
の
引
き
上
げ
は
労
働
力
問
題
に
も
影

響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
高
齢
者
に

関
し
て
は
、
確
か
に
高
齢
化
は
問
題
で
は
あ

る
も
の
の
、
必
ず
し
も
定
年
を
延
長
し
て
正

規
雇
用
で
働
く
べ
き
だ
と
は
思
わ
な
い
。
臨

時
雇
用
や
一
年
契
約
な
ど
の
多
様
な
形
が

あ
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
ワ
ー
ク
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。

【
モ
ン
ゴ
ル
】
国
家
戦
略
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
／
ア
マ
ル
サ
ナ
ー
・
エ
ネ
ビ
ッ

シ
ュ　

モ
ン
ゴ
ル
労
働
組
合
連
盟
（
Ｃ

Ｍ
Ｔ
Ｕ
）
国
際
局
長

　

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
五
）
と
し
て
九
項
目

の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
貧
困
削
減
や
人
権

表　マレーシアの労働力率（%）
年 合　計 男　性 女　性
2005 63.3 80 45.9
2006 63.1 79.9 45.8
2007 63.2 79.5 46.4
2008 62.6 79 45.7
2009 62.9 78.9 46.4
2010 62.7 78.7 46.1
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特集―女性の就労促進を考える

強
化
な
ど
と
並
ん
で
目
標
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
の
が
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
と
女

性
の
地
位
向
上
」
だ
。
Ｃ
Ｍ
Ｔ
Ｕ
も
こ
れ
に

協
力
し
た
い
。

　

こ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
い
う
目
標
の
た

め
に
、
政
府
は
四
点
の
国
家
開
発
戦
略
を
掲

げ
て
い
る
。
一
点
目
は
、「
二
〇
〇
九
年
ま
で

に
初
等
中
等
教
育
に
お
い
て
適
切
な
男
女
比

を
達
成
し
、
遅
く
と
も
二
〇
一
五
年
ま
で
に

は
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
の
教
育
で
適
切
な
男
女

比
を
達
成
す
る
」
こ
と
。
教
育
へ
の
参
加
水

準
は
男
性
の
方
が
低
い
も
の
の
、
最
近
は
改

善
傾
向
に
あ
る
。
二
点
目
は
、「
労
働
者
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
確
保
」
に
つ
い
て
。
女
性

は
主
に
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
し
、
男
性
は
国

家
管
理
、
防
衛
、
製
造
、
鉱
業
に
従
事
し
て

い
る
。
ま
た
男
性
が
管
理
職
に
従
事
す
る
傾

向
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
は
実
務
レ
ベ

ル
に
と
ど
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
ら
が
男

性
の
方
が
女
性
よ
り
も
賃
金
が
高
い
理
由
と

見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
改
善
に
取
り
組
む
。

三
点
目
は
「
政
治
へ
の
女
性
参
加
の
推
進
」。

労
働
分
野
だ
け
で
な
く
政
治
分
野
で
も
女
性

の
参
加
が
ま
だ
足
り
な
い
の
で
、
そ
の
改
善

に
取
り
組
む
。
四
点
目
は
「
雇
用
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
」。
あ
ら
ゆ
る
雇

用
差
別
を
撤
廃
し
、
母
性
保
護
に
も
取
り
組

む
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
労
働
市
場
の
状
況
は
他
国
と

逆
の
立
場
に
あ
る
。
つ
ま
り
男
性
よ
り
も
女

性
の
方
が
総
じ
て
労
働
参
画
が
す
す
ん
で
い

る
し
、
教
育
水
準
も
高
い
。
し
か
し
な
が
ら

収
入
面
で
は
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
。

現
状
、
も
っ
と
も
良
い
教
育
を
受
け
て
い
る

の
は
若
い
女
性
だ
が
、
彼
女
達
の
活
躍
が
阻

害
さ
れ
る
こ
と
は
経
済
成
長
の
点
で
も
よ
く

な
い
。
ま
た
教
育
水
準
が
高
く
な
い
女
性
は

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
で
働
く
傾
向
に

あ
る
。
こ
の
分
野
で
は
社
会
保
障
が
十
分
で

な
か
っ
た
り
、
労
働
法
が
守
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
り
と
問
題
が
あ
る
の
で
改
善
に
努
め

た
い
。

　

女
性
の
活
躍
は
労
働
組
合
に
も
浸
透
し
て

い
る
。
Ｃ
Ｍ
Ｔ
Ｕ
会
員
全
体
の
五
九
％
が
女

性
で
あ
る
ほ
か
、
総
務
会
の
指
導
者
の
三

〇
％
、
幹
部
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
議
の
四

〇
％
、
理
事
会
メ
ン
バ
ー
の
二
五
％
、
職
場

代
表
の
七
〇
％
程
度
、
そ
し
て
加
盟
組
合
の

指
導
者
の
三
五
％
が
そ
れ
ぞ
れ
女
性
と
な
っ

て
い
る
。

　

Ｃ
Ｍ
Ｔ
Ｕ
の
活
動
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条

約
一
〇
〇
号
（
同
一
労
働
同
一
賃
金
）
と
一

一
一
号
（
雇
用
差
別
の
禁
止
）
の
実
施
、
一

八
三
号
（
母
性
保
護
）
の
批
准
を
働
き
か
け

て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ａ
（
企
業
別
組
合
）

内
で
労
使
協
定
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
①
雇

用
上
の
男
女
の
差
別
を
行
わ
な
い
②
雇
用
及

び
昇
進
に
つ
い
て
、
男
女
に
平
等
な
機
会
の

提
供
③
父
親
の
育
児
休
暇
取
得
④
男
女
間
の

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
達
成
⑤
労
働
法
に
よ

り
規
定
さ
れ
た
産
休
中
の
支
払
い
最
低
額
の

増
額
⑥
産
休
中
、
育
児
休
暇
中
の
社
会
保
険

料
を
事
業
主
が
負
担
⑦
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
訓

練
、
セ
ミ
ナ
ー
、
社
会
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
少

な
く
と
も
四
〇
％
の
女
性
の
参
加
を
確
保
し
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を
得
る
た
め
の
あ
ら

ゆ
る
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｍ
Ｔ
Ｕ
と
し
て
の
今
後
で
あ
る
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
の
既
に
施
行
さ
れ
て
い
る

法
律
が
、
確
実
に
実
行
さ
れ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
視
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
い
。
法
律
自
体
は
良
い
制
度
が

整
っ
て
い
る
が
、
そ
の
強
制
力
が
十
分
に
機

能
し
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ

ル
は
ま
だ
少
子
高
齢
化
の
段
階
で
は
な
い
し
、

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
今
は
少
子

高
齢
化
に
つ
い
て
考
慮
す
る
よ
り
、
男
性
と

女
性
が
力
を
合
わ
せ
て
経
済
成
長
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
】
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
推
進
／
リ
ー
・

シ
ォ
ク
・
ブ
エ　

全
国
労
働
組
合
会
議

（
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
女
性
委
員
会
委
員

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
憲
法
第
一
二
条
に
お
い

て
、「
全
国
民
は
法
の
も
と
に
平
等
で
あ
り
、

法
の
平
等
な
保
護
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
」
と
定
め
、
男
女
平
等
に
関
す
る
基
本
的

権
利
を
規
定
し
て
い
る
。
政
府
は
一
九
九
五

年
に
女
性
差
別
撤
廃
条
約
、
二
〇
〇
二
年
に

Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
一
〇
〇
号
を
批
准
す
る
な
ど
、

差
別
の
是
正
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
の
雇

用
制
度
に
お
い
て
は
能
力
主
義
の
原
則
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
レ
ベ
ル
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｃ

加
盟
組
合
と
経
営
陣
と
の
間
で
承
認
さ
れ
た

団
体
協
約
は
、
男
女
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
組

合
員
に
適
用
さ
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
政

労
使
の
三
者
協
議
会
が
公
正
雇
用
慣
行
の
た

め
の
三
者
連
合
（
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｐ
）
を
設
置
し
、

公
正
雇
用
慣
行
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

公
表
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
と
し
て
は
、recruitm

ent

（
採

用
）、readjustm

ent

（
復
職
）、retention

（
定

着
）
の
三
つ
の
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
成
果
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
が
主
催
す
る

就
職
説
明
会
を
通
し
て
、
今
年
初
め
の
七
カ

月
で
一
八
五
七
人
が
就
職
し
、
一
九
五
九
人

が
研
修
を
受
講
し
た
。
柔
軟
な
働
き
方
の
促

進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

雇
用
訓
練
庁
と
連
携
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の

Ｗ
Ｄ
Ｓ
（
女
性
開
発
事
務
局
）
は
Ｆ
ｌ
ｅ
ｘ

ｉ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
！
（
柔
軟
な
労
働
を
！
）
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
企
業
が
主
婦
等
の
未
就
業
状
態
に

あ
る
労
働
者
を
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
協
定
に

よ
り
採
用
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
た
め
に
、

財
政
支
援
を
行
う
も
の
だ
。

　

ま
た
、
企
業
が
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
仕
事
と
生
活
の
在
り
方
を

実
現
す
る
た
め
に
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
が
行
う
啓
蒙
活

動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
企
業
に
対
し

て
、
費
用
の
五
〇
％
を
上
限
に
補
助
金
を
給

付
し
た
り
、
労
働
者
が
子
供
を
勤
務
場
所
に

連
れ
て
き
て
よ
い
日
を
設
定
し
、
同
僚
に
も

母
親
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
を
作

る
な
ど
し
て
い
る
。
労
組
に
と
っ
て
幸
運
な

の
は
、
政
府
が
労
組
に
対
す
る
深
い
理
解
を

持
っ
て
い
る
こ
と
。
各
種
政
策
を
考
案
す
る

際
は
、
政
労
使
に
よ
る
話
し
合
い
が
し
っ
か

り
と
行
わ
れ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
は
他
の

国
と
同
様
に
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対

し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
外
国
人
労
働
者
へ

の
依
存
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

女
性
の
労
働
参
画
が
よ
り
進
み
、
産
休
後
の

女
性
に
働
き
や
す
い
環
境
が
整
え
ば
、
こ
の

依
存
も
軽
減
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

も
、
女
性
の
社
会
進
出
を
支
援
し
た
い
。
今

後
は
、
か
つ
て
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
一
員
だ
っ
た

ハ
リ
マ
・
ヤ
コ
ブ
青
年
運
動
省
大
臣
と
も
連

携
を
密
に
と
り
、
国
政
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

使
用
者
・
労
働
者
と
も
相
互
理
解
を
深
め
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
に
取
り
組
み
た
い
。

　
（
国
際
研
究
部　

岩
田
敏
英
）

　


